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丸亀市



環境に対する人々の意識が着実に高まっている現在、すべての事業者はその事業活動において環境負荷を低減し、環境に配慮した取り組みを推進することが求められています。

近年、企業などでは「環境マネジメントシステム」に関する国際規格であるISO14001の認証を取得する企業なども増えています。しかしながら、ISO14001の認証を取得するには費用もかかることなどから、すべての事業所がこの認証を取得し、環境保全に取り組むことができる状況ではありません。

このようなことから丸亀市ではすべての事業所が環境に配慮した事業活動に取り組むことを目指すため「環境にやさしい事業所」登録制度を設けました。

登録をしようとする事業者は、自らの事業活動に伴って生じる環境負荷の低減、清掃活動や緑化活動などの取り組み目標を自主的に定め、これを市に登録して実践します。


丸亀市内に事業所を有し、事業活動を行っている事業所です。

（法人、団体、個人は問いません。支店、支社なども含みます。）


「環境にやさしい事業所」の登録には事業者の取り組みの方法によって２種類の登録方法があります。どちらかを選んで登録してください。







※実行している項目の□欄にチェック（✓）を入れてみましょう







※それぞれの事業所に関係のある環境関連の法律などについても点検してみましょう。



【登録の手順】

現状を把握します

　・事業活動が環境に与える影響について把握します。

・３～４ページのチェックリストを利用しても結構です。

目標を定めます

・取り組み目標は３つ以上定めてください。

・環境負荷を低減するための取り組み目標は「取り組み目標の例（６ページ）」を参考にしてもかまいません。また、目標達成のための手段や日程を示します。



環境配慮への取り組みを実践します

点検と見直し⇒【毎年、市が取り組み状況を調査します。】

・毎年、取り組み内容を点検し、見直しを行いましょう。
・事業所名、所在地等の変更がありましたら、様式３により市に届け出てください。


※注1)グリーン購入ネットワーク（GPN）はグリーン購入の取り組みを推進するため1996年に設立された企業、行政、消費者によるネットワークです。


【登録の手順】

現状を把握します

　・事業活動が環境に与える影響をエコ･ノートを用いて把握します。

　・エコ･ノートと同等の内容の帳票がある場合にはそれによって把握をおこなってもかまいません。

法律等を確認します

　・事業活動に関わる環境関係の法律等を特定し、確認します。

目標を定める

・「燃料を何パーセント削減する」など、数値目標を３つ以上定めてください。

・環境負荷を低減するための取り組み目標は「取り組み目標の例」を参考にしてもかまいません。また、目標達成のための手段や日程を示します。


責任者を明確にし、推進体制を確立する

・目標を達成するための責任部署（責任者）を決め、推進体制を明確にします。


環境配慮への取り組みを実践します

点検と見直し　⇒【毎年、市が取り組み状況を調査します。】

・事業活動が環境に与える影響をエコ･ノートを用いて把握します。

　・エコ･ノートと同等の内容の帳票がある場合にはそれによって把握をおこなってもかまいません。

　・毎年、取り組み内容を点検し、見直しを行いましょう。
・事業所名、所在地等の変更がありましたら、様式３により市に届け出てください。

「エコ・ハートまるがめ」登録申込書

丸　亀　市　長　　様

　　年　　月　　日

事業所名

所在地

代表者氏名

℡　　　　　　　　　FAX

地域の快適な環境を保全創造し、地球環境にもやさしい事業活動に取り組むので、「エコ・ハートまるがめ」の登録を申し込みます。
１　登録を申し込む事業所の概要

　　事業所及び事業活動の内容を200字以内で簡潔に記載してください。

２　取り組み目標

	
	取り組み目標
	実践方法

	１
	
	

	２
	
	

	３
	
	

	４
	
	

	５
	
	


· 事業所の概要、取り組み目標に記載された内容はｲﾝﾀｰﾈｯﾄに掲載されます。

３　責任部署、担当者名等

	


「エコ・リーダーまるがめ」登録申込書


丸　亀　市　長　　様
　　年　　月　　日

事業所名

所在地

代表者氏名

℡　　　　　　　　　FAX

地域の快適な環境を保全･創造し、地球環境にもやさしい事業活動に取り組むので、「エコ・リーダーまるがめ」の登録を申し込みます。
１　登録を申し込む事業所の概要

　　事業所及び事業活動の内容を200字以内で簡潔に記載してください。


	
	取り組み目標
	実践方法

	１
	
	

	２
	
	

	３
	
	

	４
	
	

	５
	
	


２　取り組み目標

　※事業所の概要、取り組み目標に記載された内容はｲﾝﾀｰﾈｯﾄに掲載されます。

３　責任部署、担当者名等

	


４　エコ･ノート　　 ５ページのＡの数字　　　　　 ５　エコ･ノート　　 18ページのＢの数字

  　　　温室効果ガス計（二酸化炭素換算）　　　　 　　　事務所の中の日常業務でできること合計

	


	




  「エコ・ハートまるがめ」
「エコ・リーダーまるがめ」
丸　亀　市　長　　　様

　　年　　月　　日

事業所名

所在地

代表者氏名

℡　　　　　　　　　FAX

　事業所名、所在地、その他について下記のとおり変更があったので届け出ます。

記

１　変更事項

２　変更内容

　　変更前

　　変更後

３　変更年月日　　　　　　平成　　　　年　　　　月　　　　日



丸亀市内の事業者の方々の様々な事業活動は地域の環境だけでなく、地球環境にも影響を及ぼしています。そして、その事業活動は、事業を営む方々を含め、私たち丸亀市民の生活環境にも大変関わりの深いものとなっています。


このようなことから、市では丸亀市内における事業所の自主的な環境配慮の取り組みを市に登録することにより、事業者の自主的かつ積極的な環境保全に係る取り組みや活動を広げていくことを目的として「環境にやさしい事業所」の登録制度を創設しました。


　一つ一つの取り組みは決して大きなものではないかもしれませんが、それが積み重なれば丸亀市の環境、さらには地球環境にも大きな効果をもたらすことは確実です。そして「環境にやさしい事業所」として登録し、参加することで事業所のイメージアップにもつながります。


すべての人々が環境保全に取り組むことで、よりよい環境を創り出せればと期待しています。














取り組み目標を３つ以上定めて環境に配慮した行動を実践します。





事業活動におけるごみの減量化や省エネルギー、事業所周辺の環境美化など、身近なことから環境保全に取り組んでいただきます。














取り組み目標を３つ以上定めるとともに、事業活動が環境に与える影響などの把握を行い、率先して環境負荷の低減に努めます。なお、目標は「燃料を何パーセント削減する」など、数値目標を定めます。


環境にやさしい事業所として率先して　


環境に配慮した事業活動に取り組んでいただきます。





１．登録方法の選択


まず、「エコ・ハートまるがめ」か「エコ・リーダーまるがめ」のどちらを登録するか選択してください。


２．環境負荷の把握


事業活動に伴う環境負荷の把握を行ってください。


※「エコ・リーダーまるがめ」に登録を希望する事業者は事業活動が環境に与える影響を「エコ･ノート」を用いて把握します。「エコ･ノート」と同等の内容の帳票がある場合にはそれによって把握をおこなってもかまいません。


３．取り組み目標の設定


　　　３つ以上の取り組み目標を事業者が自主的に定めてください。


　　　※「エコ・リーダーまるがめ」に登録を希望する事業者は「燃料を何パーセント削減する」など、数値目標を定めてください。


４．登録の申し込み


　　　登録申込書に必要事項を記入して申し込みをしてください。


５．登録証の発行等


　　　登録事業所には、「登録証」と登録事業所である


ことを表示した「ステッカー」を送付します。


　　　また、環境に配慮した事業活動を行っていること


を示すため、シンボルマークを名刺や印刷物などに


刷り込んで使用できます。


６．目標達成のため環境にやさしい行動を実践します。


７．毎年、市が取組状況の調査を行います。





登録された事業所については、丸亀市のホームページで公表します。





環境負荷の把握





取り組み目標の設定





ｴｺ･ﾊｰﾄまるがめ


ｴｺ･ﾘｰﾀﾞｰまるがめ


登　　録





登録証の発行


ｽﾃｯｶｰの交付





取り組み事例の公表等


（希望者のみ）





取り組み状況の調査


取り組み結果の報告





丸亀市ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ


広報まるがめ等に掲載





取り組みの見直し





取り組み結果の点検





取り組みの実施





事業者





市





【ものを使うとき】


□ 事業所内の冷暖房の適温化を図る（暖房は20℃、冷房は28℃が目安）。


□ 適正な明るさ(照明)に調整している。


□ 昼休み及び終業時は、使用していない照明や機器の電源を切っている。


□ 使い終わったOA機器の電源を切っている。


□ 両面コピー、両面印刷、裏面コピーの徹底に努めている。


□ 使用済み封筒の再利用を図っている。


□ 駐･停車時にはエンジンを切るアイドリング･ストップ運動を励行するとともに、運転時には急発進･急加速をしないように徹底している。


□ 不用な車の使用を控え、コミュニティバス等公共交通機関の利用に努めている。


□ 電気やガスなど、エネルギー類の消費状況を把握し記録している。








【ものを買うとき】


□ 用紙類及び印刷物は、原則としてすべて再生紙とし、特に古紙配合率70％程度のものを購入している。


□ パソコン、プリンター、ファクシミリ、複写機などのOA機器を購入する際は、省エネ型のものを選んでいる。


□ 節水に努め、じゃ口には節水コマを取り付けている。


□ 低公害車を導入している。


□ 燃焼設備は環境への負荷が少ない燃料を使用するものを導入している。


□ 事業活動に必要な原材料･中間製品･事務用品などは、リサイクル・リユースしたものや環境に配慮したものを優先的に購入する。





【ものをつくるとき】


□ 部品の分離･分解が容易な設計仕様としている。


□ 製品のエネルギー消費効率の改善を図っている。


□ 製品の長寿命化を図っている。


□ 製品の小型軽量化を図っている。


□ 環境への負荷の少ない包装材、梱包材を利用している。


□ 多頻度･小口の配送をやめ、共同輸送の利用など効率的な自動車使用に努めている。


□ 簡易包装や量り売り、ばら売りを推進して、包装紙、買い物袋、食品トレイ、ラップなどの削減に取り組んでいる。


□ 使い捨て容器類の使用を抑制している。


□ 工場などでは騒音対策をして迷惑な音を防止している。


□ 建設作業には低騒音･低振動型機械を導入するように努めている。


□ 化学薬品の使用に当たっては、環境に及ぼす影響を十分に調べている。


□ 生産ラインの省エネルギー化や廃熱利用を進めている。


□ 太陽光発電などの新エネルギーの導入に努めている。





【ごみを捨てるとき】


□ 分別の徹底により廃棄物の減量とリサイクルの推進を図っている。


□ 毎月分類ごとに排出量を記録している。


□ 廃棄物の保管は囲い、仕切り、表示、飛散及び漏洩防止などを行い、適正に管理している。





【きれいな水を大切にするために】


□ 排水処理を適切に行ない、河川の汚濁を防いでいる。


□ 粉石けんや無りん洗剤を使っている。


□ 下水道への接続、合併処理浄化槽の設置などに積極的に取り組んでいる。


□ 水の再生利用システムの設置に努めている。


□ 事業場には雨水浸透ますなど、雨水浸透施設によって雨水を地下に浸透さている。








【地域の環境をよくするために】


□ 屋上緑化、窓辺緑化など緑や花を育てている。


□ 敷地にできるだけ中高木を植えている。


□ 建物の形や色が周囲の景観に溶け込めるように配慮している。


□ 看板などの屋外広告物を設置するときは周囲の環境に配慮している。


□ 照明による光害が生じないよう努めている。


□ 敷地内に十分な駐車場や駐輪場を確保している。


□ 道路に看板や商品などを置かないように注意している。


□ 生活道路の車での通り抜けはできるだけさけている。


□ 豊かな自然のある土地の開発をさけ、開発行為を行う場合は、環境への影響を考慮している。


□ 生態系に配慮した工法などの研究や開発に努めている。








【目標を達成するために】


□ 環境に配慮した経営方針を確立している。


□ 環境に配慮した事業活動を推進する体制を整備している。


□ 会社で環境保全のためのボランティア活動に取り組んでいる。


□ 目標を定め、事業所で発生している二酸化炭素（CO2）発生量の削減に取り組んでいる。


□ 従業員に環境保全に関する研修を実施し、社内誌･パンフレット等により従業員に対して定期的に環境問題に関する情報を提供している。








ステップ１





ステップ２





【目標を定めるときは、次のことに配慮してください】


①取り組みが法令、条例、公害防止協定等に違反しないこと。


②その取り組みが環境保全、環境美化、環境への負荷の低減に寄与するものであること。





様式１に必要事項を記入し、市に登録を申し込みます








ステップ３





ステップ４





ステップ５





取り組み目標の例





※「○」＝取り組み目標、「⇒」＝実践方法





■ごみの減量･適正処分とリサイクルの推進


○両面コピー・両面印刷を励行します。


⇒社員に周知し、コピー機の前に目標を掲示します。


○再生紙を使用します。


⇒コピー用紙は全て再生紙を使用します。また、印刷物には古紙配合率を表示します。


○簡易包装を推進する営業活動を行います。


⇒「＊＊＊」の商品については簡易包装を行います。


■省エネルギー


○生産ラインの省エネルギー化や廃熱利用を進めましょう。


⇒「＊＊＊」の生産ラインを変更し、＊％のエネルギーを節約します。


○適正な冷暖房温度を設定しましょう。


⇒冷房の設定温度は28℃、暖房の設定温度は20℃を目安とします。


○ソーラーシステムなど太陽エネルギーの活用に努めましょう。


⇒新しい作業場にソーラーシステムを導入します。


○低公害車の導入や排気量の小さい車の利用に努めます。


⇒社有車のうち現在30％を占める軽自動車の割合を60％にします。


○アイドリングストップ運動を徹底します。


⇒アイドリングストップ運動の社員への周知を年間２回行い、運動の徹底に努めます。


○ノーカーデーを実施します。


 ⇒毎月２回通勤のための車の利用を控えます。


■環境に配慮した事業活動について


○地域の環境保全活動に参加･協力します。


⇒地域の清掃活動に参加･協力します。


○環境にやさしい製品の購入（グリーン購入）を進めます。


⇒グリーン購入ネットワークのガイドラインを参考にして備品購入を進めます。※注1)


○節水を心がけます。


⇒節水コマを取り付け、節水を呼びかけるポスターを掲示します。


■工場、作業場について


○騒音対策をして迷惑な音を防止します。


⇒既設の機械に騒音対策を行います。


○建設作業に伴う騒音の低減に努めます。


⇒建設作業には低騒音・低振動型機械を導入するように努めます。


■環境美化や緑化の推進について


○緑化の推進に努めます。


⇒屋上緑化、窓辺緑化など緑や花を育てます。敷地にはできるだけ中高木を植えます。


○環境美化に努めます。


⇒毎月１日の市民一斉清掃に参加します。





ステップ１





ステップ２





ステップ３





【目標を定めるときは、次のことに配慮してください】


①取り組みが法令、条例、公害防止協定等に違反しないこと。


②その取り組みが環境保全、環境美化、環境への負荷の低減に寄与するものであること。








ステップ４





様式２に必要事項を記入し、市に登録を申し込みます








ステップ５





ステップ６





ステップ７





様式１











様式２











※４と５については「エコノートまるがめ」と同等の帳票を有する場合には温室効果ガスの計及び事業所の日常業務に係わる取り組み状況が把握できるものを添付してください。





様式３





事業所名・所在地等変更届出書





〒763-8501　　


丸亀市大手町二丁目4番2１号


丸亀市役所　市民生活部生活環境課　


TEL　0877-24-8809　


FAX　0877-25-2409


URL　https://www.city.marugame.lg.jp/page/1556.html
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